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と
い
う
説
明
を
受
け
た
後
、
現

地
の
接
ぎ
木
や
「
樹
体
ジ
ョ
イ

ン
ト
栽
培
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

樹
体
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
は
、
あ
ん

ず
の
苗
木
と
苗
木
を
繋
ぐ
こ
と

で
す
。
苗
木
と
苗
木
の
間
隔
は

３
メ
ー
ト
ル
位
あ
り
ま
す
が
、

枝
を
「
く
」
の
字
型
に
曲
げ
て

次
の
苗
木
に
繋
ぐ
方
式
で
す
。

　

ま
た
、
苗
木
の
根
回
り
に
藁

を
敷
い
た
苗
木
と
、
黒
い
ビ

ニ
ー
ル
を
敷
い
た
苗
木
で
は
、

黒
い
ビ
ニ
ー
ル
を
敷
い
た
苗
木

の
方
が
育
ち
が
良
い
こ
と
が
、

一
目
瞭
然
で
し
た
。

　

平
成
30
年
11
月
６
日
、
所
管

事
務
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

(1)
あ
ん
ず
栽
培
状
況
、
最
新
の

栽
培
技
術
、
課
題
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て

　

長
野
県
千
曲
市
（
あ
ん
ず
の

里
）
へ
視
察
研
修
に
行
き
、
商

工
会
議
所
よ
り「
あ
ん
ず
農
家
」

の
北
條
農
園
を
紹
介
さ
れ
て
現

地
を
見
学
し
ま
し
た
。

■
農
園
の
概
要

① 

栽
培
面
積
は
、
５
カ
所
で
、

約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
大
小

２
０
０
本
の
あ
ん
ず
の
木
を

植
樹
。

② 

主
な
品
種
：
平
和
・
昭
和
・

信
山
丸
・
ハ
ー
コ
ッ
ト
・
信

州
大
実
・
信
州
サ
ワ
ー
・
山

形
３
号
。

③ 

収
穫
量
は
加
工
用
15
ト
ン
、

生
食
用
１
ト
ン
。

■
あ
ん
ず
栽
培
の
課
題

　

樹
高
３
～
５
メ
ー
ト
ル
と
高

い
為
、

① 

剪
定
作
業
・
摘
果
作
業
・
収

穫
作
業
、
管
理
作
業
な
ど
、

三
脚
を
使
っ
た
高
所
作
業
と

な
り
、
作
業
効
率
が
非
常
に

悪
い
。

② 

消
毒
時
間
・
消
毒
量
に
無
駄

が
多
い
。

③ 

三
脚
上
の
作
業
は
、
安
全
性

の
確
保
が
出
来
な
い
。

と
の
こ
と
で
し
た
。

■
今
後
の
対
策
と
栽
培
計
画

① 
「
加
工
用
あ
ん
ず
」か
ら「
生

食
用
あ
ん
ず
」
へ
切
り
替
え
、

平
和
・
昭
和
種
の
在
来
木
に

ハ
ー
コ
ッ
ト
種
を
接
ぎ
木
し

て
、
人
気
種
を
増
や
す
。

② 

低
位
栽
培
法
（
低
樹
高
）
を

普
及
さ
せ
る
。
高
所
作
業
を

な
く
し
て
、
平
地
作
業
で
安

全
性
の
確
保
と
作
業
効
率
の

向
上
、
農
薬
散
布
量
減
少
を

目
指
す
。

③ 

樹
体
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
法
の

採
用
に
よ
り
、
全
て
の
成
枝

に
日
光
を
当
て
て
、
果
実
環

境
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、

初
期
投
資
が
必
要
（
10
ア
ー

ル
に
80
本
植
樹
・
誘
引
の
た

め
棚
が
必
要
）

　

あ
ん
ず
栽
培
に
つ
い
て
、
そ

こ
ま
で
教
え
て
く
れ
る
の
か
と

思
う
く
ら
い
、
熱
心
に
ご
指
導

い
た
だ
い
た
。
ブ
ラ
ン
ド
化
開

発
で
は
商
工
会
議
所
が
費
用
を

協
力
。
町
も
あ
ん
ず
組
合
中
心

に
発
展
し
て
ほ
し
い
。　
（
中
山
）

　

あ
ん
ず
農
家
で
あ
り
な
が
ら

自
分
で
加
工
・
販
売
ま
で
手
掛

け
て
い
る
方
の
畑
で
、
作
業
が

し
や
す
い
樹
形
、
土
壌
管
理
の

方
法
、
品
種
や
、
労
働
力
不
足

の
問
題
等
、
有
意
義
な
事
柄
を

学
習
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
森
）

　

日
本
一
の
あ
ん
ず
の
里
、
千

曲
市
の
北
條
農
園
を
現
地
視
察
。

歴
史
の
あ
る
栽
培
方
法
に
、
新

し
い
技
術
を
取
り
入
れ
て
の
栽

培
。
今
後
の
鳩
山
で
の
取
り
組

み
に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
井
徹
）

　

あ
ん
ず
農
園
で
は
、
栽
培
技

術
を
多
く
学
ん
だ
。
し
か
し
労

働
生
産
性
・
需
要
・
製
品
価
格

に
課
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
南

箕
輪
村
の
福
祉
は
、
こ
れ
を
参

考
し
て
、
鳩
山
町
で
も
出
来
る

も
の
は
実
現
し
た
い
。　
（
関
根
）

樹
体
ジ
ョ
イ
ン
ト
部

人
気
種
の
接
ぎ
木
と
低
樹
高

視察研修報告 11月６、７日に２つの委員会合同で長野県千曲
市と長野県南箕輪村を視察しました。

あ
ん
ず
栽
培
の
現
状
と
今
後
の
課
題
を
調
査

調
査
事
項

北
條
農
園
に
て

総
務
産
業
委
員
会

視
察
研
修
を
終
え
て
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(2)
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

　

今
ま
で
あ
っ
た
事
業
を
村
と

社
協
と
住
民
で
、
育
て
上
げ
、

継
続
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
事
業
で
は
、
ゆ
っ

た
り
水
中
教
室
、
げ
ん
き
あ
っ

ぷ
ク
ラ
ブ
、
ゆ
う
ゆ
う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

高
齢
者
の
生
活
支
援
で
は
、

ま
っ
く
ん
生
活
支
え
愛
事
業
が

あ
り
、生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス（
み

な
み
ち
ゃ
ん
）
は
、
社
協
の
会

長
が
認
め
た
も
の
で
、
通
院
の

付
き
添
い
、
買
い
物
、
散
歩
、

　

平
成
30
年
11
月
７
日
、
所
管

事
務
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

長
野
県
南
箕
輪
村
を
訪
れ
、

子
育
て
支
援
及
び
高
齢
者
福
祉

に
つ
い
て
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

南
箕
輪
村
は
、
子
育
て
中
心

の
村
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
企

業
誘
致
に
よ
る
就
労
先
の
確
保

や
地
理
的
条
件
も
加
わ
り
、
人

口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
27
年
ま
で
の
５
年
間
で

27
％
の
増
加
率
）

(1)
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

子
育
て
の
中
心
的
な
施
設
に

な
っ
て
い
る
の
が「
こ
ど
も
館
」

で
す
。
平
成
29
年
度
に
竣
工
し

ま
し
た
。
建
設
費
は
約
５
億
円

か
け
、
約
１
４
３
５
平
方
メ
ー

ト
ル
の
鉄
筋
平
屋
の
建
物
、
敷

地
は
、
約
３
４
７
４
平
方
メ
ー

ト
ル
、
17
部
屋
も
あ
り
ま
し
た
。

　

利
用
対
象
者
は
、
０
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
児
童
生
徒
と
、
そ

の
保
護
者
及
び
交
流
に
か
か
わ

る
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
料
は
基
本
的
に
無
料
で

す
が
、
材
料
費
な
ど
は
実
費
で

す
。

　

職
員
体
制
は
、
こ
ど
も
館
係

で
29
人
で
す
。

　

目
標
は
、「
子
ど
も
た
ち
、

子
育
て
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

人
が
集
い
、
学
び
、
遊
び
、
相

談
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
く
場
所
を
目
指
し
て
」で
す
。

　

仕
事
は
、
こ
ど
も
館
の
管
理

運
営
、
児
童
館
事
業
、
学
童
保

育
の
管
理
・
運
営
、
す
く
す
く

ハ
ウ
ス
の
管
理
・
運
営
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
な
ど
で
す
。

　

千
曲
市
は
「
一
目
十
万
本
」

と
う
た
わ
れ
る
「
あ
ん
ず
の

里
」。
商
工
会
議
所
を
中
心
に
、

あ
ん
ず
を
活
用
し
て
地
域
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
鳩
山

町
も
将
来
目
標
を
定
め
、
町
が

一
体
化
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
す
。　
（
日
坂
）

　

こ
ど
も
館
を
拠
点
に
、
子
育

て
に
関
わ
る
充
実
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

鳩
山
町
に
も
豊
か
な
人
材
が
あ

る
の
で
す
か
ら
、
工
夫
す
れ
ば

何
か
で
き
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
田
）

　

何
故
、
人
口
が
増
え
、
若
い

人
達
が
住
む
村
な
の
か
。
ま
ず
、

土
地
が
安
い
、
子
育
て
に
適
し

た
自
然
環
境
、
村
内
や
、
近
隣

の
市
町
村
に
働
く
場
所
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。（
小
川
）

　

南
箕
輪
村
の
子
育
て
支
援
の

取
組
み
か
ら
は
、
行
政
が
本
気

に
な
っ
て
取
組
め
ば
、
魅
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
い
う
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

重
要
な
事
は
提
案
力
と
実
行
力
。

　
　
　
　

        　
　
（
大
賀
）

中
学
学
習
支
援
等
小
中
学
生
の
放

課
後
に
利
用

こ
ど
も
館
前
に
て

人
口
増
加
中
の
南
箕
輪
村
を
視
察
研
修

常任委員会レポート
調
査
事
項

福
祉
文
教
委
員
会

話
し
相
手
、
見
守
り
等
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
外
、
移
動
支
援
、
家

族
介
護
支
援
、
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

福
祉
事
業
の
詳
細
な
説
明
会
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